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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 42,864 6.0 3,097 ― 1,373 ― 1,341 ―

21年3月期第3四半期 40,451 ― △5,822 ― △7,656 ― △4,908 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 21.87 ―

21年3月期第3四半期 △80.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 195,190 33,094 17.0 539.80
21年3月期 210,242 31,867 15.2 519.76

（参考） 自己資本  22年3月期第3四半期  33,094百万円 21年3月期  31,867百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 5.00 ― 2.00 7.00
22年3月期 ― 0.00 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 69,000 △14.2 4,600 ― 2,000 ― 2,000 ― 32.62

－　1　－



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、７ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は様々な要因によって予想数値と異なる結果となる
可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 61,389,059株 21年3月期 61,389,059株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期 79,549株 21年3月期 76,765株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 61,311,257株 21年3月期第3四半期 61,312,570株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策の効果もあり、

個人消費に持ち直しの動きが見られたものの、企業収益は低迷し雇用情勢は失業率が

高水準で推移するなど、景気は引続き厳しい状況となりました。 

不動産業界におきましては、マンション販売市場は、首都圏の新規マンション販売

戸数が低水準で推移するなか、販売価格の下落や住宅ローン減税拡充等により完成在

庫の圧縮は進みましたが、本格的な市況回復には至りませんでした。また、賃貸ビル

市場は、景気低迷を背景に企業のオフィス需要が減退したため、空室率が上昇し、成

約賃料も下落傾向が続くなど、事業環境は全般的に厳しい状況のもとで推移いたしま

した。 

このような状況のもと、当社グループは、お客様から選ばれる企業を目指し、グル

ープ一丸となって商品やサービスのレベルアップを図ってまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの営業収益は 428 億６

千４百万円（前年同四半期比 6.0％増）、営業利益は 30 億９千７百万円（前年同四半期

は 58 億２千２百万円の営業損失）、経常利益は 13 億７千３百万円（前年同四半期は 76

億５千６百万円の経常損失）、四半期純利益は 13 億４千１百万円（前年同四半期は 49

億８百万円の四半期純損失）となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

〔事業セグメント別営業収益〕                  （単位：百万円） 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 前年同四半期比増減（△）事業の種類別 

セグメントの名称 金  額 金  額 金  額 増減率（％）

不動産販売事業 24,947 26,551 1,604 6.4 

不動産賃貸事業 9,457 10,488 1,030 10.9 

不動産斡旋事業 4,715 4,700 △ 14 △ 0.3 

その他の事業 1,794 1,660 △ 133 △ 7.5 

小     計 40,915 43,400 2,485 6.1 

消去又は全社 △463 △536 △ 72 15.7 

合     計 40,451 42,864 2,413 6.0 
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（不動産販売事業） 

不動産販売事業におきましては、分譲マンションの販売につき１戸当たりの販売

価格は低下いたしましたが、販売力の強化に取組み、引渡し戸数が増加いたしまし

た。その結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は 265 億５千１百万円（前年

同四半期比 6.4％増）となりました。 

〔主な引渡物件〕 

・分譲マンション 

「センターフォート」      （神奈川県横浜市） 

「ユトリシア壱番街」      （千葉県習志野市） 

「グランプレシア」       （東京都足立区） 

「オーベル川口並木」      （埼玉県川口市） 

「プリズムタワー」       （東京都目黒区） 

〔営業収益の内訳〕                       （単位：百万円） 
前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

摘     要 
販売数量 営業収益 販売数量 営業収益 

マンション 

戸建・宅地 

その他 

406 戸

14 戸

─

23,117 

666 

1,163 

559 戸 

33 戸 

─ 

23,592 

1,770 

1,188 

合     計 ─ 24,947 ─ 26,551 

（注）１. 金額は消費税等抜きで表示しております。 

２. 営業収益には、セグメント間の内部営業収益又は振替高を含めております。 

３. 他社との共同事業物件の販売数量および金額は当社持分によっております。 

 

 

（不動産賃貸事業） 

不動産賃貸事業におきましては、「コモディオ汐留」（東京都港区）の賃料収入（転

貸ビル）等の収益が増加いたしました。その結果、当第３四半期連結累計期間の営

業収益は 104 億８千８百万円（前年同四半期比 10.9％増）となりました。 

〔営業収益の内訳〕                       （単位：百万円） 

摘     要 
前第３四半期 

連結累計期間 

当第３四半期 

連結累計期間 

オフィスビル等の賃貸 

オフィスビル等の転貸 

単身赴任者専用マンションの賃貸 

オフィスビル等の管理 

その他 

4,037 

2,104 

665 

1,645 

1,004 

3,845 

3,235 

637 

1,784 

985 

合     計 9,457 10,488 

（注）１. 金額は消費税等抜きで表示しております。 

２. 営業収益には、セグメント間の内部営業収益又は振替高を含めております。 
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〔賃貸有効面積等の状況〕 

摘     要 
前第３四半期 

連結会計期間末 

当第３四半期 

連結会計期間末

オフィスビル等 

  （所 有） 

（転 貸） 

 

101,446 ㎡ 

48,450 ㎡ 

100,496 ㎡ 

67,663 ㎡ 

単身赴任者専用マンション 763 室 763 室 

 

（不動産斡旋事業） 

不動産斡旋事業におきましては、不動産仲介の取扱件数は若干増加いたしました

が、高額物件の取扱が減少したため、手数料収入が減少いたしました。その結果、

当第３四半期連結累計期間の営業収益は 47 億円（前年同四半期比 0.3％減）となり

ました。 

〔営業収益の内訳〕                       （単位：百万円） 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間
摘     要 

取扱件数 営業収益 取扱件数 営業収益 

不動産仲介 

販売受託 

その他 

3,740 件

817 件

─

3,986 

625 

103 

3,887 件 

1,072 件 

─ 

3,879 

741 

79 

合     計 ─ 4,715 ─ 4,700 

（注）１. 金額は消費税等抜きで表示しております。 

２. 営業収益には、セグメント間の内部営業収益又は振替高を含めております。 

 

 

（その他の事業） 

その他の事業におきましては、保険代理業、リフォーム事業ならびに不動産鑑定な

どにおいて、既存のお客様への営業の強化や新規取引先の拡大に注力いたしました

が、当第３四半期連結累計期間の営業収益は 16 億６千万円（前年同四半期比 7.5％

減）となりました。 

〔営業収益の内訳〕                       （単位：百万円） 

摘     要 
前第３四半期 

連結累計期間 

当第３四半期 

連結累計期間 

保険代理手数料 

リフォーム売上高 

その他 

778 

688 

328 

793 

642 

224 

合     計 1,794 1,660 

（注）１. 金額は消費税等抜きで表示しております。 

２. 営業収益には、セグメント間の内部営業収益又は振替高を含めております。 
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２. 連結財政状態に関する定性的情報 

（１）当第３四半期連結会計期間末の財政状態 

(資産の部) 

資産合計は 1,951 億９千万円となり、前連結会計年度末に比べ 7.2％、150 億５

千２百万円の減少となりました。これは不動産販売事業における分譲マンションの

引渡しによるたな卸資産の減少が主な要因であります。 

 

    (負債の部)                          

負債合計は 1,620 億９千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ 9.1％、162

億７千９百万円の減少となりました。これは借入金の返済による有利子負債残高の

減少および不動産販売事業における分譲マンションに係る建築工事代の支払いに

伴う支払手形の減少が主な要因であります。 

 

  (純資産の部) 

純資産合計は 330 億９千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ 3.9％、12 億

２千６百万円の増加となりました。これは四半期純利益の計上による利益剰余金の

増加が主な要因であります。その結果、自己資本比率は 17.0％となり、前連結会

計年度末に比べ 1.8％の増加となっております。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

      当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）

は、56 億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ 59 億３千７百万円の減少（前

期比 51.4％減）となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

     営業活動による資金の増加は 20 億１千万円（前年同四半期比＋252 億２百万円）

となりました。これは仕入債務の支払い等による資金の減少があったものの、不動

産販売事業における分譲マンションの引渡しに伴うたな卸資産の減少による資金

の増加があったためであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

   投資活動による資金の減少は 11 億８千万円（前年同四半期比＋17 億２千８百万

円）となりました。これは主に有形固定資産の取得による資金の減少があったため

であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

      財務活動による資金の減少は 67 億６千７百万円（前年同四半期比△318 億１千

６百万円）となりました。これは主に借入金の返済による資金の減少があったため

であります。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

   業績予想につきましては、平成 21 年５月 14 日の決算発表時の業績予想からの変更

はありません。 

 

４．その他 

（１） 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

（２） 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 棚卸資産の評価方法 

       当第３四半期連結会計期間末における棚卸資産の簿価切下げについては、収

益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを

行う方法によっております。 

    ② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

       繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営

環境等に著しい変化が生じ、又は、一時差異等の発生状況について著しい変化

が認められた場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングに、当該著しい変化の影響を加味したものを利用する

方法によっております。 

       税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金

等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

       ただし、税金等調整前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を乗

じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（３） 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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５. 四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,609 11,546

営業未収入金 262 1,142

販売用不動産 21,679 29,881

仕掛不動産 32,523 16,093

素材不動産 27,580 43,169

繰延税金資産 1,338 1,334

その他 1,465 2,020

貸倒引当金 △4 △6

流動資産合計 90,453 105,183

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 44,113 43,890

減価償却累計額 △21,449 △20,496

建物及び構築物（純額） 22,663 23,394

土地 66,490 66,507

建設仮勘定 388 196

その他 442 436

減価償却累計額 △338 △320

その他（純額） 103 116

有形固定資産合計 89,645 90,214

無形固定資産   

借地権 615 615

その他 227 183

無形固定資産合計 843 799

投資その他の資産   

投資有価証券 6,374 6,269

差入保証金 4,640 4,548

繰延税金資産 2,427 2,434

その他 1,362 1,423

貸倒引当金 △557 △630

投資その他の資産合計 14,248 14,045

固定資産合計 104,736 105,059

資産合計 195,190 210,242
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 1,601 7,303

営業未払金 670 2,174

短期借入金 57,146 61,926

未払金 1,368 1,760

未払法人税等 71 40

その他 6,060 7,473

流動負債合計 66,918 80,679

固定負債   

長期借入金 74,711 76,574

再評価に係る繰延税金負債 4,743 4,743

退職給付引当金 1,595 1,691

役員退職慰労引当金 105 252

受入敷金保証金 13,888 14,332

その他 133 102

固定負債合計 95,177 97,696

負債合計 162,095 178,375

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,625 13,625

資本剰余金 6,598 6,598

利益剰余金 16,784 15,568

自己株式 △30 △30

株主資本合計 36,977 35,762

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 74 64

土地再評価差額金 △3,956 △3,959

評価・換算差額等合計 △3,882 △3,894

純資産合計 33,094 31,867

負債純資産合計 195,190 210,242
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業収益 40,451 42,864

営業原価 40,000 34,110

営業総利益 450 8,754

販売費及び一般管理費 6,272 5,656

営業利益又は営業損失（△） △5,822 3,097

営業外収益   

受取利息 4 2

受取配当金 15 10

還付加算金 7 －

その他 20 21

営業外収益合計 48 35

営業外費用   

支払利息 1,878 1,736

その他 4 22

営業外費用合計 1,882 1,759

経常利益又は経常損失（△） △7,656 1,373

特別利益   

貸倒引当金戻入額 22 17

ゴルフ会員権売却益 － 7

その他 0 －

特別利益合計 22 25

特別損失   

固定資産売却損 18 3

固定資産除却損 8 2

ゴルフ会員権評価損 9 －

投資有価証券評価損 35 －

その他 － 3

特別損失合計 71 10

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△7,704 1,388

法人税等 △2,796 47

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,908 1,341

有楽土地㈱(8838)　平成22年３月期　第３四半期決算短信

－　10　－



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△7,704 1,388

減価償却費 1,173 996

退職給付引当金の増減額（△は減少） △97 △96

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21 △74

受取利息及び受取配当金 △20 △13

支払利息 1,878 1,736

固定資産売却損益（△は益） 18 3

売上債権の増減額（△は増加） △115 880

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,857 7,361

仕入債務の増減額（△は減少） △1,772 △7,848

前受金の増減額（△は減少） △1,437 303

預り金の増減額（△は減少） △3,160 △1,730

その他 △565 374

小計 △20,682 3,282

利息及び配当金の受取額 20 15

利息の支払額 △1,528 △1,338

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,001 51

営業活動によるキャッシュ・フロー △23,192 2,010

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △2,268 △101

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による
収入

27 83

有形固定資産の取得による支出 △473 △624

有形固定資産の売却による収入 11 36

受入敷金保証金の返還による支出 △893 △2,021

受入敷金保証金の受入による収入 550 1,577

差入保証金の差入による支出 △15 △513

差入保証金の回収による収入 304 421

その他 △153 △38

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,908 △1,180

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 209,000 196,300

短期借入金の返済による支出 △182,400 △199,667

長期借入れによる収入 5,900 11,130

長期借入金の返済による支出 △6,957 △14,406

配当金の支払額 △492 △123

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 25,049 △6,767

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,051 △5,937

現金及び現金同等物の期首残高 7,045 11,546

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,994 5,609
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（４）継続企業の前提に関する注記

　 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

 　　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

［事業の種類別セグメント情報］

前第３四半期連結累計期間 (自 平成20年４月１日  至 平成20年12月31日） (単位:百万円)

不 動 産 不 動 産 不 動 産 その他の 消　　去
販売事業 賃貸事業 斡旋事業 事　　業 又は全社

営業収益

(1)外部顧客に対する営業収益 24,947 9,409 4,329 1,764 40,451 40,451

(2)セグメント間の

　 内部営業収益又は振替高 47 385 30 463 (   463 )

計 24,947 9,457 4,715 1,794 40,915 (   463 ) 40,451

営業利益又は営業損失(△) △ 7,268 2,704 △   616 744 △ 4,435 ( 1,386 ) △ 5,822

当第３四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日  至 平成21年12月31日） (単位:百万円)

不 動 産 不 動 産 不 動 産 その他の 消　　去
販売事業 賃貸事業 斡旋事業 事　　業 又は全社

営業収益

(1)外部顧客に対する営業収益 26,551 10,437 4,243 1,632 42,864 42,864

(2)セグメント間の

　 内部営業収益又は振替高 50 456 28 536 (   536 )

計 26,551 10,488 4,700 1,660 43,400 (   536 ) 42,864

営業利益又は営業損失(△) 865 2,803 △    38 659 4,290 ( 1,192 ) 3,097

（注）１．事業区分は、営業収益集計区分によっております。

　２．各事業の主要な内容

　 　　(1)不動産販売事業 … マンション・一戸建住宅の建設、販売 

　　 　(2)不動産賃貸事業 … オフィスビルの賃貸、転貸、管理

　　 　(3)不動産斡旋事業 … 不動産仲介、コンサルティング、受託販売 

　　 　(4)その他の事業   … 不動産鑑定、保険代理業、リフォーム事業等

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

   当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

 　　該当事項はありません。

計 連　 結

計 連　 結
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